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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝送された信号を受信するために多重キャリア受信機を同期させるための方法であって
、
　受信したシンボルシーケンスにおける１つ以上の分散パイロットキャリアの位置を決定
することと、
　前記分散パイロットキャリアを単一の擬似ランダム２進シーケンスに従って変調するこ
とと、
　前記変調された分散パイロットキャリアにより位相誤り訂正を実行することとを備え、
　前記単一の疑似ランダム２進シーケンスの継続は少なくとも２つのシンボルである、方
法。
【請求項２】
　１つ以上の連続的なパイロットキャリアの位置を決定することと、
　前記連続的なパイロットキャリアを用いて粗及び微同期を実行することとを更に備えた
請求項１の方法。
【請求項３】
　前記粗及び微同期は時間領域で実行される請求項２の方法。
【請求項４】
　前記単一の擬似ランダム２進シーケンスの継続は２つのシンボルに等しい請求項１の方
法。
【請求項５】
　前記擬似ランダムシーケンスはゴールドコードである請求項１の方法。
【請求項６】
　前記多重キャリア受信機は直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）原理に従って動作する請
求項１の方法。
【請求項７】
　プログラムコードを記憶しているコンピュータ可読媒体を含むコンピュータプログラム
製品であって、前記プログラムコードは、実行されるときに、
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　受信したシンボルシーケンスにおける１つ以上の分散パイロットキャリアの位置を決定
することと、
　前記分散パイロットキャリアを単一の擬似ランダム２進シーケンスに従って変調するこ
とと、
　前記変調された分散パイロットキャリアにより位相誤り訂正を実行することとをプロセ
ッサが可能になるように適合させられており、
　前記単一の疑似ランダム２進シーケンスの継続は少なくとも２つのシンボルである、コ
ンピュータプログラム製品。
【請求項８】
　１つ以上の連続的なパイロットキャリアの位置を決定することと、
　前記連続的なパイロットキャリアを用いて粗及び微同期を実行することとを更に備えた
請求項７のコンピュータプログラム製品。
【請求項９】
　前記粗及び微同期は時間領域で実行される請求項８のコンピュータプログラム製品。
【請求項１０】
　前記単一の擬似ランダム２進シーケンスの継続は２つのシンボルに等しい請求項７のコ
ンピュータプログラム製品。
【請求項１１】
　前記擬似ランダムシーケンスはゴールドコードである請求項７のコンピュータプログラ
ム製品。
【請求項１２】
　前記多重キャリア受信機は直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）原理に従って動作する請
求項７のコンピュータプログラム製品。
【請求項１３】
　前記プログラムコードはハードウエア記述言語での命令を備えている請求項７のコンピ
ュータプログラム製品。
【請求項１４】
　前記命令は、実行されるときに、前記分散パイロットキャリアの位置を決定し且つ前記
位相誤り訂正を実行するように適合させられるプロセッサを製造するように製造プロセス
を構成する請求項１３のコンピュータプログラム製品。
【請求項１５】
　前記命令はフォトマスクを生成するように適合させられており、前記フォトマスクは前
記製造プロセスを構成するために用いられる請求項１４のコンピュータプログラム製品。
【請求項１６】
　直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）システムにおいて動作するように構成される受信機
であって、
　受信したシンボルシーケンスにおける１つ以上の分散パイロットキャリアの位置を決定
するプロセッサと、
　前記分散パイロットキャリアを単一の擬似ランダム２進シーケンスに従って変調する変
調器と、
　前記変調された分散パイロットキャリアにより位相誤り訂正を実行する誤り訂正ブロッ
クとを備え、
　前記単一の疑似ランダム２進シーケンスの継続は少なくとも２つのシンボルである、受
信機。
【請求項１７】
　１つ以上の連続的なパイロットキャリアの位置を決定するための手段と、
　前記連続的なパイロットキャリアを用いて粗及び微同期を実行するための手段とを更に
備えた請求項１６の受信機。
【請求項１８】
　前記粗及び微同期は時間領域で実行される請求項１７の受信機。
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【請求項１９】
　前記単一の擬似ランダム２進シーケンスの継続は２つのシンボルに等しい請求項１６の
受信機。
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